
∴一 � �∴ 
整髪ギ（＿riiヾ �国言葉恕 

∴∴」」∴王言 　　　∴＼∴ �　ー＿・ト 藤懸． �敬謹選闘 菩駈脆割田 

／ぉ　　　　　　　　　－、 � �「漢田園二二　　＿ 

即議　　書聾 �．rO 漣癌 �宣＝i華調音田無 曇 ∴∴ ∴：∴ SI菓 
∴：∴ 鰯　　　一臨蔓塑」。「 

八
朔
祭
・
大
名
行
列

9
月
1
日
、
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
、
「
ふ
る
さ
と
祭
り
大
名
行
列
」
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
名
行
列
は
、
復
活
し
て
か
ら
今
年
で

2
8
回
目
と
な
り
ま
す
。
今
回
も
例
年
の
と

お
り
、
関
係
自
治
会
の
皆
さ
ん
を
始
め
、

消
防
団
、
小
・
中
学
生
、
都
留
文
大
生
、

地
元
企
業
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
非
常
に
暑
い
日
と
な
り
ま
し

た
が
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
踊
り
を
披
露
し
て

く
れ
た
奴
さ
ん
や
、
可
憐
な
お
姫
様
、
り

り
し
い
お
殿
様
な
ど
に
は
、
市
内
外
か
ら

訪
れ
た
観
客
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
の
「
宵
祭
り
」
か
ら
当
日
ま

で
繰
り
出
し
た
4
町
の
屋
台
は
、
非
常
に

絢
爛
豪
華
な
も
の
で
、
谷
村
の
ま
ち
は
ひ
と

と
き
の
問
、
時
代
絵
巻
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

メ
ー
ン
会
場
の
谷
村
第
一
小
学
校
校
庭

で
は
、
勇
壮
な
太
鼓
を
皮
切
り
に
、
保
育

園
・
幼
稚
園
児
、
毛
槍
お
ど
り
保
存
会
、

婦
人
会
の
踊
り
、
谷
村
は
や
し
保
存
会
に

よ
る
お
暁
子
演
奏
、
都
留
大
名
連
に
よ
る

阿
波
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
、
大

名
行
列
が
会
場
に
そ
の
姿
を
現
す
と
、
奴

さ
ん
の
「
ア
、
ヨ
イ
ヤ
マ
ッ
カ
、
ヨ
イ
」
の

か
け
声
が
響
き
わ
た
り
、
大
勢
の
観
客
か

ら
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
名
行
列
が
会
場
に
姿
を
現

す
と
祭
り
も
最
高
潮
。
そ
の
後
、
あ
た
り

が
闇
に
包
ま
れ
る
と
、
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
花
火
が
、
行
く
夏
を
惜
し
む
か

の
よ
う
に
、
賑
わ
う
谷
村
の
空
に
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。


